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南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
備
え

群
馬
県
内
の
自
治
体
と
の
関
係
構
築
を
！

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お
け
る
応
急
対
策
職
員

派
遣
制
度
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
本

市
へ
の
応
援
自
治
体
が
群
馬
県
伊
勢
崎
市
及
び
渋
川

市
に
決
定
し
た
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
両
市
と
今
後
ど
の
よ
う
に
関
係
を

構
築
し
て
い
く
の
か
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は
、
業
務
量
が

急
激
に
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
本
市

職
員
も
被
災
者
と
な
り
、
本
市
の
み
の
体
制
で
は
膨

大
な
災
害
対
応
業
務
を
行
う
こ
と
は
困
難
と
な
る
。

そ
の
中
で
、
群
馬
県
か
ら
マ
ン
パ
ワ
ー
の
支
援
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
は
、
早
期
の
行
政
機
能
の
回
復
、
更

に
は
復
旧
・
復
興
に
つ
な
げ
る
上
で
も
、
極
め
て
有

意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

群
馬
県
及
び
愛
媛
県
と
の
連
携
の
下
、
令
和
８
年

度
内
に
両
県
市
町
村
合
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
す

る
ほ
か
、
協
議
事
項
案
の
作
成
、
応
援
・
受
援
マ
ニ

ュ
ア
ル
案
の
作
成
な
ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

今
後
、
伊
勢
崎
市
及
び
渋
川
市
と
は
、
図
上
訓
練

の
実
施
な
ど
を
通
じ
て
関
係
の
深
化
を
図
り
、
災
害

発
生
時
の
迅
速
な
応
援
・
受
援
に
つ
な
げ
た
い
。

小
・
中
学
校
の
適
正
化
に
伴
う

　
　
　

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
は
？

市
長
選
挙
で
掲
げ
ら
れ
た
公
約
で
は
、
小
・

中
学
校
の
適
正
化
は
、
子
ど
も
の
教
育
と
環

境
を
最
優
先
に
進
め
、
地
域
づ
く
り
と
は
別
の
視
点

で
考
え
る
べ
き
と
示
し
て
い
る
。
学
校
は
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
核
で
あ
り
、
適
正
化
後
の
地
域
づ
く
り

の
検
討
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
な
い
か
。

小
・
中
学
校
の
適
正
化
は
、
子
ど
も
た
ち
一

人
一
人
の
学
び
を
守
る
た
め
、
教
育
環
境
の

整
備
を
最
優
先
に
進
め
る
一
方
で
、
通
学
や
放
課
後

の
居
場
所
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
学
校
適
正

化
と
地
域
づ
く
り
は
関
わ
り
が
深
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
も
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
西
条
市
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
指
針
に
基
づ
き
、
地
域
自
治
組

織
を
中
心
に
、
地
域
の
特
性
や
歴
史
を
尊
重
し
な
が

ら
住
民
主
体
で
進
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
適
正
化
後
の
地
域
づ
く
り
や
学
校
跡
地
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
も
、
地
域
の
皆
様
と
の
対
話
を
重

ね
、
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
取
り
組
み
、
安
心
し

て
暮
ら
し
、
地
域
に
貢
献
し
た
い
人
々
が
主
体
的
に

関
わ
れ
る
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

水
の
恵
み
を
次
世
代
へ

西
条
平
野
の
塩
水
化
対
策
は
？

本
市
が
誇
る
水
の
恵
み
を
次
世
代
へ
確
実
に

引
き
継
ぐ
と
所
信
を
表
明
さ
れ
た
が
、
樋
之

口
周
辺
で
塩
水
化
エ
リ
ア
が
若
干
広
が
っ
て
い
る
と

推
察
す
る
。

　

地
下
水
保
全
を
目
的
と
し
た
西
条
市
地
下
水
保
全

管
理
計
画
に
掲
げ
た
優
先
的
に
取
り
組
む
施
策
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
踏
み
込
ん
で
、
着
実
に
実
施
す
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

地
下
水
保
全
の
最
も
基
本
と
な
る
科
学
的
な

調
査
と
監
視
の
継
続
強
化
と
し
て
、
地
下
水

位
、
水
質
、
河
川
流
量
、
塩
化
物
イ
オ
ン
濃
度
な
ど

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
西
条
平
野
と
周
桑
平
野
そ
れ

ぞ
れ
の
特
性
を
踏
ま
え
た
科
学
的
な
地
下
水
管
理
を

進
め
て
い
く
。

　

塩
水
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
部
の
塩
水
化
リ

ス
ク
へ
の
対
応
強
化
の
た
め
、
観
測
井
戸
を
新
設
し
、

地
下
水
位
に
加
え
、
塩
水
化
の
初
期
兆
候
を
把
握
す

る
た
め
、
電
気
伝
導
率
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
監
視
シ
ス

テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
西
条
平
野
は
加
茂

川
の
流
量
が
地
下
水
に
与
え

る
影
響
が
大
き
く
、
特
に
灌

漑
期
に
は
地
下
水
利
用
が
増

加
す
る
た
め
、
西
条
平
野
の

地
下
水
位
低
下
と
沿
岸
部
の

塩
水
化
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を

重
点
的
に
進
め
て
い
く
。
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